
【天災時の構造物損傷指数の予測】  One Concern 

 

①要約： 

このアイデアは、地震や洪水といった自然災害が発生した後の被害を AI によって予測

し、緊急サービスの配置を最適化することを目指しています。具体的には、建物の耐震性

や地盤の状態などを考慮し、ダメージの程度を推定し、リアルタイムデータやアンケート

結果を活用して機械学習モデルを構築します。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、自然災害が発生した際に効率的かつ迅速に被害状況を把握し、緊

急援助の優先順位を決定することです。より正確な予測を通じて、被災地域に必要な支援

を効果的に届けることが主な目標です。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、AI を活用して自然災害後の被害予測を行う点にあります。特

に、リアルなデータやアンケートを組み合わせることで、従来の震度や地盤の情報に加え

て、被災者の行動や状況も考慮して予測を行う点が革新的です。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、BDI ブロックダメージインデックスなどの独自の指標を用い

て、被害の程度を評価し、アプリを通じてリアルタイムに情報を提供する点にあります。

また、地震センサーデータを組み込んだ独自の機械学習モデルの構築も取り入れられてい

ます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、被災地域における緊急援助の効率化につながるため、経済的な価値が大

きいと考えられます。適切な支援の配置によって、被害の最小化や人命の救助に貢献し、

経済的損失を軽減する効果が期待されます。また、災害対策の改善により、社会全体のリ

スク管理にも寄与する可能性があります。 


